




























































1年 くみ "ん男 ・女 なまえ（
1. だ＂”くのときいつもはりきります 1( は" "八え 叩叫）
2. はいく函ったともきも攻1社 9で. 2("'' しも況 ""'渭せん）
3. たし'"'匹ん すこ以力''"''でもっと ""くしてほ"'で. 3("'ヽ い"- ,.,,.,,., 払）
4. だいKの四んう咬くでむこと包茂,.,,,,し℃でもわ"""払, 4 (ば＼ い"'- """"'功）
5. だいkをするとと""'こきにもが"""泣がつくとお包Aます 5 ("'' しいえ ,.,., 記払）
6."'いくの匹んう置くでき.., 口'"'"''力った2ヽピお包屯. 6(は＼ し'"- ,.,., 聞払）
7. 屈いくの功ん口炉,,,,じょう-.o,,n><:<Wとてもたのc;,で. 7("' しいえ ,.,., 訳約）
























-- ―- ―診＿断箋 ---
謂査人数(n) 項目点(0-x)/n む断 総合註断
i 単元始め14人 ② ． ． 皐 ． ① 
終
② 元責 元 元
元
始 始化 馘 鰭
I 単 元終わり 人 め わ ① め わ， 始 わり ヽ
I はりきる気持ち 057 X 餞 1 高いレベル
2 遍馳のそう快ささ 0.3' X 覆 スコ I 警通のレペル
3 慢稟鰤戴 '" X ァI 低いレペル ゜ょ 4 葦い鵬勤 036 X 
ろし-— 5 がんばる冒慣 030 X 
び 6 伸閏への息いやり 06' X 今 I 成功 I 
7 学膏のよろこび '" 
X 
学＂慢 I 横ぱい
8 主体的澪動 -014 X の 集 1 失敗





隅--,査人数(n) -- 項目点(Q-x)/n 鯰断 総合註断
② 嵐 皐 皐




穀 元 査 元 元
績
わ 始化 綽 始





I はりきる繋持ち 0.8 想 I 高いレペル
2 遍関のそう快ささ 0.3333 X 度 スコ I 詈通のレベル
゜3 慢婁碕薮 1 ゜
ァI 低いレベル
ょ 4 深い愚勁 0.7333 
ろ̀-― 5 がんばる冒慣 I 
゜び 6 仲闇への巳いやり 0 9333 ゜
今 I 成功 I 
7 学冒のよろこび 0 7333 
：慢 I 横ばい
8 主体的活鯰 -0.2 X の 集 1 失敗 I 




































































































































































































鱈査人数(n) 項目点(Q-Xl/n わ断 総合わ断
丁 単元始め14人 ② 
． 皐 単 皐
① 
終
② 元変 元 元
元
l 単元終わり,4人 始 わ 始化 縫 姶 鰭め
り
① め わり ， ゎ' 
1 はりきる気持ち 0.57 1.00 0.'3 X /口 〇 懇 I 高いレペル
2 逼駐のそう快ささ 0.36 0.50 014 x Dヽ X 度スコ I 音遍のレベル
゜3 慢婁籍殻 014 093 0.79 X ;'□ 〇 ァ I 低いレベル ゜ょ 4 ヌい感駐 0.36 0.29 -0.07 x ロヽx
ろ̀-― 5 がんばる詈慣 0.36 0.86 050 X /'口 〇
び 6 仲r.,への巳いやり 0.6' 1.00 0.36 X ? 口〇今 I 成功
゜7 学●のよろこび 0"  0.86 0.21 X 学，授 I 横ぱい i 
8 主体的活鯰 -0 14 0.00 0.14 x ロヽ X の .1 失敗








鵡査人数(n) 項目点(0-x)/n C断 総合わ断




② 元賣 元 元 元
始




① ， わ， め わ' 
1 はりきる鸞惰ち 0.8 0 93 013 〇 n I 高いレベル
゜2 遍鉛のそう快ささ 0.3333 067 0.33 X 度スコ＇ I 詈通のレペル ゜3 慢稟鯖歎 1 1.00 0.00 0 /□0 ァ I 低いレベル
ょ 4 えい感鮎 〇.7333 0.87 013 。
ろ
1 0.93 -0.07 - 5 がんばる膏慣 0 ? □ 0 
び 6 伸間への患いやり 0 9333 0.93 0.00 0 〇今 I 成功 I o 
7 字舌’のよろこび 0.7333 0.93 
.゚20
／口 ：授 I 横ぱい ， 
8 主体的活I:'! -0.2 0.20 0,-40 X X の 集 1 失敗 I 
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図8 チームでの話し合いで絵を使って伝える
子どもたちの学習カードの記述には， 「とのより」と
教師が子どもの記述にコメン トをしていくようにした。
「相手のタグを取ることができたし，タグを取られ
ずに，宝物を運ぶこともできた。」
このように記述していた子がいた。自分のできたこ
-94-
とをふり返り記述している。そこで，次のようにコメ
ントを返した。□‘。どうして，宝を運べたの？」
次の学習の後に，子どもが付け加えていた言葉は，
「敵が他の人に集中している時に，敵のいないと
ころに走っていったから」
と，できたことを具体的に記述していたのである。こ
のようなふり返りを自分でしていくためには，「どうし
て」といった具体が必要になる。この子どものように
具体的な行動をコメントで引き出していくことで，子
どもが自分から具体的なふり返りをすることができる
のではないかと感じた。
中には，具体的なふり返りを記述してくる子どもも
いた。
I 
「相手が，固まったから，固まっていないところを
すいすい行けた。」
「できたところ，宝を運ぶ時，相手が右，左，真ん
中にいたから軌けなかったけど，サッと動けば行
けたよ。」
以上のように， 自分がどのように動いていったのかを
言西應していた。その後の学習においても具体的な振り
返りを記述していた。
5 成果と課題
本研究において，年間を通して忍者になりきって忍
者修行として，運動遊びに取り組むことで，学習の一
貫性をもたせることができる。また，太鼓の音やめあ
てを巻物にして掲示するといった小さな工夫でも，子
どもたちを修行する意識に向かわせることができると
感じた）
修行をペアやチームといった友だちと関わりながら
行うことで， 自分のことだけでなく，友だちのことへ
の意識が生まれる。応援したり，アドバイスをしたり
して運動していない時に友だちに声をかけるといった
行動が自然とできるようになっていった3
課題設定を観察や学習カードの記述から設定したこ
とによって，子どもの思考の流れに沿って単元を進め
ることができた〕子どもが「やってみたい」「考えてみ
たい」と感じていることが課題となることで，運動の
動きが活性化したり，振り返りが具体的になったりす
ることにも活用できた。
態度測定を取り入れることによって，子どもたちが
持っている体育学習への意識を数値で知ることができ
る。態度測定は， 1単元や各学期の授業が子どもたち
にとって有効であったか否かを判断することができる
ツールである。また教師が設定した単元と子どものズ
レを知ることができる。
今回の態度測定からは，「運勁の爽快さ」「深い感動」
「主体的活動」の項目についての課題が見えてきた。
授業の中で子どもたちがより活動できる時間の確保
や子どもたちが考えたり，考えたことを表現したりす
る時間の保障については今後改善していかなくては
ならない。「動く立考える」と運動と思考が常に繰り返
し行われ続けることがなければ，達成感や喜びにつな
がらない。さらに，子どもたちの考えたことや気付き
を「フィードバック」して，考えや気付きを高めてい
く手立ての大切さを感じた。また「運動の爽快さ」「深
い感動」「主体的活動」のポイントをより高めていくた
めには，子どもたちの考えや気付きをフィードバック
し，それを試して運動する時間が不可欠であると感じ
た。
今後の研究の方向性として，態度測定を基に「課題
設定」「学習の環境」「学習カード」「友だちとの関わり」
「課題に即したフィードバック」の5点を大切にした
授業や単元作りをしていきたいと考えている。
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